
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2021 年 1月 6日 

【連絡先】国民民主党茨城県第 5区総支部（浅野さとし事務所） 

https://asanosatoshi.com/  

日立市内で街宣 

（2020.12.19） 

〒317-0071 
茨城県日立市鹿島町 1-11-13  
 
TEL：0294-21-5522  
FAX：0294-21-3014 

国会事務所 

〒100-8981 
東京都千代田区永田町 2-2-1 
衆議院第一議員会館 406 号室 
TEL：03-3508-7231  
FAX：03-3508-3231 

日立事務所 
 

国民民主党臨時党大会 

（2020.12.18） 

 

 

 

日頃より、活動レターをお読みいただいている皆様に新春のお慶びを申し上げます。 

２０２０年は新型コロナに耐え忍ぶ一年でした。本年こそは新型コロナ感染拡大防止と国民

の健康不安・経済不安を払拭し、コロナに負けない社会基盤を構築する強い意志をもって国会

に臨みます。また昨年は、脱炭素化に向けた新たな挑戦が始まりました。現場の声に耳を傾け

つつ、将来を見据えた現実的な視点から議論を進めてまいります。 

加えてアフターコロナ社会を見据え、健康と教育政策の充実に向けた取組みをこれまで以上

に進めてまいります。 

衆議院議員               

臨時党大会を開催 -玉木氏再選- 

１２月１９日、国民民主党臨時党大会にて代表選挙が行われ、玉木雄一

郎代表が再任されました。玉木代表は再選後の挨拶の中で、従来から尊重

してきた「生活者、納税者、消費者、働く者」の立場に加え、これからそ

うした立場となっていく「将来世代」を重視した取組みを強化する方針を

表明しました。引き続き、玉木代表のもとで党一丸となって研鑽をかさね

ますので、今後とも国民民主党をよろしくお願い申し上げます。 演説する玉木代表 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1203 
2020 年 12月 3日 

【これまでの経緯と課題意識】 

福島第一原子力発電所で発生した汚染水からトリチウム以外の放射性物質を取り除いたＡＬ

ＰＳ処理水がかなり多く蓄積されており、廃炉作業を考えてもいつまでも放置できない喫緊

の課題となっている。海洋に放出する場合、トリチウム濃度を国の規制基準の 40 分の 1に相

当する 1,500Bq/リットルに薄めて放出する案が検討されているが、どの程度危険なのか全く

予想できない。風評影響を最大限抑制する丁寧な対策が必要になっている。 

 

 

国民や福島県の皆さんが不安を感じる時期にきて
いるので、丁寧な検討と対応時期を明確にすべき。
海洋放出する場合、風評被害を抑えるとともにど
の程度危険なのか分かりやすく説明すべき。 

先送りできない問題であり丁寧な議論と適切なタ
イミングで判断していく。飲料水の国際基準が
10,000Bq/リットル以下であり、それと比較すると
1,500Bq/リットルは安心できる値である。 江島経産副大臣 

 
 
 

浅野議員 
 
 
 

ＡＬＰＳ処理水問題について明確な対応を！ 

第203回国会における役割 
所属委員会 

▶議院運営委員会      ▶原子力問題調査特別委員会 

▶経済産業委員会 

党内での所属調査会 

浅野さとし 略歴 

▶1982 年 9 月生まれ（38 歳）、衆議院議員（１期） 

（株）日立製作所日立研究所研究員 

日立労組研究所支部執行委員 

大畠章宏 前衆議院議員秘書 

   
YouTube Facebook Instagram Twitter LINE 

ＳＮＳにて日々、情報発信中！ 浅野さとしの活動をぜひご覧ください！ 
 

   

▶エネルギー調査会（会長） ▶国対委員会（委員長代理） 

▶税制調査会（副会長） 

原子力問題調査特別委員会において一般質疑に臨みました 

「桜を見る会」前夜祭 安倍晋三議員への確認質疑 1225 
2020 年 12月 25 日 議院運営委員会において安倍晋三議員からの説明聴取に臨みました 

浅野議員 
 
 
 

【これまでの経緯と課題意識】 

「桜を見る会」前夜祭で、参加者から５千円の会費を徴収するも不足分を安倍事務所が補填

し収支報告書に不記載であった件について、安倍氏本人から議院運営委員会に対して、過去

の国会答弁を訂正したいとの申入れがあった。 

 

 

安倍議員 
 
 
 

衆議院規則では既に議事録の訂正期限は過ぎてい
る。現在記載されている議事録の内容が誤解され
ないよう、今後も引き続き国会での説明する意思
はあるか。 

今後も国会でお決めになられたことについては、
誠意を持って対応していきたい。 


